
主任介護支援専門員更新研修 演習事例の提出について 

 

〇主任介護支援専門員更新研修では受講者自身の事例を用いて演習を行います。申込時に

①介護支援専門員への指導事例、②認知症の事例と２事例提出していただきます。 

 

１．提出事例について 

① 介護支援専門員への指導事例 

主任介護支援専門員として（スーパーバイザー）として他の介護支援専門員に対し

て指導を行った指導実践事例を提出してください。引継ぎ時の連絡、助言のみ行っ

たものを指導事例として提出することはお避け下さい。 

 

② 認知症の事例 

ご自身の担当されている認知症の利用者のケースで支援の中で引っかかりを感じ

ているもの、振り返りをしたいものを提出してください。指導ケースとは、別のケ

ースを提出して下さい。指導事例ではなく、ご自分が担当している事例です。 

 

※①、②ともに介護予防、施設、終了ケースでも構いません。 

 

 

２．提出書類について 

① 指導事例シート 

 

② 認知症事例シート 

 

※事例シート以外の資料（居宅サービス計画書等）は添付しないでください。 

※書類一式は写しをとって、手元に保存して下さい。 

 

３．注意事項 

① 事例の提出にあたっては利用者及び指導を行った介護支援専門員の同意を得てく

ださい。 

② 事例提出シートの書式は変更することはできません。必ず各項目を記載して下さい。 

③ 手書きでの作成も可ですが、研修資料として使用できるようご留意ください。 

④ 提出された事例は返却いたしません。研修修了後、回収・破棄します。 

⑤ 利用者個人が特定できないよう個人情報に配慮して下さい。 

⑥ 本人と認識が出来るような個人情報（個人名や、住所等）はイニシャル表記にして

下さい。サービス事業所名や施設名も特定できないようにイニシャル表記にして下

さい。なお、申込者本人とその所属事業所、市町村名についてはイニシャル表記の

必要はありません。 

⑦ 内容に不足がある場合、書き直し、再提出していただく場合がございます。 


